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　　　　　　　　　　　2026年度　シラバス
学科・コース 理学療法士科Ⅱ部

学年 4
開講
区分

後期
田中　信一、他

基礎医学総合演習
必修
・

選択
必修

授業
形態

講義
時間数
（単位）

90
(6)

授業
回数

45

オリエンテーション
骨・関節・靭帯

骨・関節・靭帯について問題演習を交えながら復習を行う。

骨・関節・靭帯 骨・関節・靭帯について問題演習を交えながら復習を行う。

骨・関節・靭帯　GW グループで学びあいながら復習できる

人間の運動機能の基礎となる解剖学、生理学、運動学について臨床現場でリハビリテーションに携わっている教員が授業を行な
う。これまでの学習や実習を振り返りながら、臨床と基礎医学系科目を関連付けながら必要となる科目を再度復習する。

これまでに学習した知識や実習での学びを振り返りつつ、臨床で必要になる知識を理解し他者に説明することができる。

〔使用教材、参考文献等〕

プリント中心　各自参考書を持参すること。

〔授業単元〕 到達目標(できるようになること）

運動学の復習　上肢① 上肢の運動学について問題演習を交えながら復習を行う。

運動学の復習　上肢② 上肢の運動学について問題演習を交えながら復習を行う。

上肢の運動学　GW グループで学びあいながら復習できる

筋① 筋の解剖生理について問題演習を交えながら復習を行う。

筋② 筋の解剖生理について問題演習を交えながら復習を行う。

筋　GW グループで学びあいながら復習できる

運動学の復習　姿勢 姿勢について問題演習を交えながら復習を行う。

姿勢　GW グループで学びあいながら復習できる

運動学の復習　歩行① 歩行について問題演習を交えながら復習を行う。

運動学の復習　下肢、顔面・体幹①
下肢、顔面・体幹の運動学について問題演習を交えながら復習を行
う。

運動学の復習　下肢、顔面・体幹②
下肢、顔面・体幹の運動学について問題演習を交えながら復習を行
う。

下肢、顔面・体幹の運動学　GW グループで学びあいながら復習できる

運動学の復習　歩行② 歩行について問題演習を交えながら復習を行う。

歩行　GW グループで学びあいながら復習できる

運動学の復習　バイオメカニクス① バイオメカニクスについて問題演習を交えながら復習を行う。

運動学の復習　バイオメカニクス② バイオメカニクスについて問題演習を交えながら復習を行う。
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〔成績評価について〕 〔特記事項・授業時間外における学習〕

バイオメカニクス　GW グループで学びあいながら復習できる

確認試験
解説、振り返り

テストにより効果測定を行い、習得できていない部分を把握するととも
に，その理解度を深める

運動学の復習　運動学習 運動学習について問題演習を交えながら復習を行う。

評価は筆記試験で行う。
筆記試験で行う。評価は学則規定に準ずる。

必要な内容について予習復習を自主的に行うこと。

神経系　中枢神経（脳・脊髄、反射） 中枢神経について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

神経系　自律神経、脳神経 自律神経、脳神経について問題演習を交えながら復習を行う。

運動学習　GW グループで学びあいながら復習できる

神経系　基礎、脳室・脳血管
神経系（基礎、脳室・脳血管）について問題演習を交えながら復習を
行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

感覚と受容器 感覚と受容器について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

循環系 循環系について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

神経系　脊髄神経 脊髄神経について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

GW グループで学びあいながら復習できる

泌尿器と生殖器 泌尿・生殖器について問題演習を交えながら復習を行う。

ホルモン ホルモンについて問題演習を交えながら復習を行う。

呼吸系 呼吸系について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

消化と吸収 消化と吸収について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

期末テスト
解説、振り返り

テストにより効果測定を行い、習得できていないところを把握し、理解
度を深める

GW グループで学びあいながら復習できる

代謝 代謝について問題演習を交えながら復習を行う。

発生と組織 発生と組織について問題演習を交えながら復習を行う。



東京メディカル・スポーツ専門学校

担当教員

授業科目名

〔授業の学習内容と心構え〕

〔到達目標〕
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　　　　　　　　　　　2026年度　シラバス
学科・コース 理学療法士科Ⅱ部

学年 4
開講
区分

後期
鈴木　広大、他

臨床医学総合演習
必修
・

選択
必修

授業
形態

講義
時間数
（単位）

60
(4)

授業
回数

30

各種疾患やについて臨床現場でリハビリテーションに携わっている教員が授業を行なう。これまでの学習や実習を振り返りながら、
臨床と基礎医学系科目を関連付けながら必要となる科目を再度復習する。

これまでに学習した知識や実習での学びを振り返りつつ、臨床で必要になる知識を理解し他者に説明することができる。

〔使用教材、参考文献等〕

プリント中心　各自参考書を持参すること。

〔授業単元〕 到達目標(できるようになること）

オリエンテーション
病理学①

病理学について問題演習を交えながら復習を行う。

病理学② 病理学について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

中枢神経・神経筋疾患① 中枢神経・神経筋疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

中枢神経・神経筋疾患② 中枢神経・神経筋疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

中枢神経・神経筋疾患③ 中枢神経・神経筋疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

中枢神経・神経筋疾患④ 中枢神経・神経筋疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

内科系疾患学① 内科系疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

内科系疾患学② 内科系疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

内科系疾患学③ 内科系疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

確認試験
解説、振り返り

テストにより効果測定を行い、習得できていない部分を把握するとと
もに，その理解度を深める

整形外科疾患① 整形外科疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

整形外科疾患② 整形外科疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

整形外科疾患③ 整形外科疾患について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

リハビリテーション医学 リハビリテーション医学について問題演習を交えながら復習を行う。
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〔成績評価について〕 〔特記事項・授業時間外における学習〕
評価は筆記試験で行う。
筆記試験で行う。評価は学則規定に準ずる。

必要な内容について予習復習を自主的に行うこと。

GW グループで学びあいながら復習できる

人間発達① 人間発達について問題演習を交えながら復習を行う。

人間発達② 人間発達について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

臨床心理学① 臨床心理学について問題演習を交えながら復習を行う。

臨床心理学② 臨床心理学について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

期末テスト
解説

テストにより効果測定を行い、習得できていないところを把握し、理解
度を深める

GW グループで学びあいながら復習できる

精神医学① 精神医学について問題演習を交えながら復習を行う。

精神医学② 精神医学について問題演習を交えながら復習を行う。



東京メディカル・スポーツ専門学校
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〔成績評価について〕 〔特記事項・授業時間外における学習〕

　　　　　　　　　　　2026年度　シラバス
学科・コース 理学療法士科Ⅱ部

学年 4
開講
区分

後期
佐藤　俊生、他

理学療法管理学
必修
・

選択
必修

授業
形態

講義
時間数
（単位）

30
(2)

授業
回数

15

理学療法をとりまく法律・制度、職場管理と職業倫理や組織運営とマネジメントを包括的に学ぶ。専門職として理学療法教育を理解
する。

理学療法士に求められるマネジメント力について制度を理解したうえで説明できる。

〔使用教材、参考文献等〕

配布資料を中心に進める
参考文献）理学療法管理学（医歯薬出版）、リハビリテーション管理学（羊土社）、理学療法管理学（中山書店）

〔授業単元〕 到達目標(できるようになること）

【オリエンテーション】
卒前教育におけるマネジメント

卒前教育の変遷や内容、臨床実習教育について説明できる。

リスク管理①総論、感染対策 リスク管理の総論、感染対策について説明できる。

リスク管理②急変対応（CPR.AED、異物除去） 急変時の対応方法について説明できる。

リスク管理③転倒
理学療法管理学総論

転倒リスクへの対応について説明できる。
理学療法管理学とは何か概説できる。

医療の品質管理（良質な医療の提供）
医療の品質管理について説明できる。

研究における管理（名簿管理、倫理的配慮、COI、統
計総論）

研究におけるマネジメントについて説明できる。

職業倫理、ハラスメント 職業倫理、ハラスメントについて説明できる。

卒後教育におけるマネジメント 卒後教育について理解し、各種の手法や制度について説明できる。

職場管理・労務管理 職場管理・労務管理について説明できる。

情報管理、物品管理 情報管理・物品管理について説明できる。

起業におけるマネジメント① 理学療法士の企業について、必要な事項について説明できる。

起業におけるマネジメント② 起業後に必要なマネジメントについて説明できる。

評価方法
小テスト　30％
期末課題　70％

授業後には実施内容について復習をすること。

診療・介護報酬と収益構造 診療報酬・介護報酬と収益構造について説明できる。

理学療法士の未来像
（政治活動含む）

社会情勢・政策課題を含め今後の理学療法士像を想像することがで
きる。

まとめ これまでの内容をまとめ、要点を概説できる。



東京メディカル・スポーツ専門学校

担当教員

授業科目名

〔授業の学習内容と心構え〕

〔到達目標〕
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　　　　　　　　　　　2026年度　シラバス
学科・コース 理学療法士科Ⅱ部

学年 4
開講
区分

後期
繁森　将太、他

理学療法評価学総合演習
必修
・

選択
必修

授業
形態

講義
時間数
（単位）

60
(4)

授業
回数

30

理学療法評価について臨床現場でリハビリテーションに携わっている教員が授業を行なう。これまでの学習や実習を振り返りなが
ら、臨床に向けて検査測定方法だけでなく、臨床的な解釈も含めて再度復習する。

これまでに学習した知識や実習での学びを振り返りつつ、臨床で必要になる知識を理解し他者に説明することができる。

〔使用教材、参考文献等〕

プリント中心　各自参考書を持参すること。

〔授業単元〕 到達目標(できるようになること）

オリエンテーション
評価概論

検査の尺度などの基礎的事項について問題演習を交えながら復習
を行う。

意識障害・全身状態、バイタルサイン 全身状態の検査について問題演習を交えながら復習を行う。

高次脳機能検査 高次脳機能検査について問題演習を交えながら復習を行う。

脳神経検査 脳神経検査について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

形態測定（栄養・フレイル含む） 形態測定について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

感覚検査、疼痛検査 感覚検査について問題演習を交えながら復習を行う。

反射、筋緊張検査 反射、筋緊張検査について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

関節可動域測定　上肢、頚部 関節可動域測定について問題演習を交えながら復習を行う。

関節可動域測定　下肢、胸腰部 関節可動域測定について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

筋力検査（MMT　上肢、頚部） 筋力検査について問題演習を交えながら復習を行う。

筋力検査（MMT　下肢、体幹） 筋力検査について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

確認試験
解説、振り返り

テストにより効果測定を行い、習得できていない部分を把握するとと
もに，その理解度を深める

姿勢バランス、協調性検査
姿勢バランス、協調性検査について問題演習を交えながら復習を行
う。

GW グループで学びあいながら復習できる
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〔成績評価について〕 〔特記事項・授業時間外における学習〕

姿勢・動作分析 姿勢・動作分析について問題演習を交えながら復習を行う。

ADL・QOL評価 ADL・QOL評価について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

疾患別評価　脳血管障害 脳血管障害の評価について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別評価　神経筋疾患 神経筋疾患の評価グループで学びあいながら復習できる

GW について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別評価　脊髄損傷 脊髄損傷の評価について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別評価　運動器疾患 運動器疾患の評価について問題演習を交えながら復習を行う。

評価は筆記試験で行う。
筆記試験で行う。評価は学則規定に準ずる。

必要な内容について予習復習を自主的に行うこと。

疾患別評価　内部障害（呼吸・循環・代謝、摂食嚥下
含む）

内部障害の評価について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

期末テスト
解説

テストにより効果測定を行い、習得できていないところを把握し、理解
度を深める



東京メディカル・スポーツ専門学校

担当教員

授業科目名

〔授業の学習内容と心構え〕

〔到達目標〕

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

　　　　　　　　　　　2026年度　シラバス
学科・コース 理学療法士科Ⅱ部

学年 4
開講
区分

後期
佐藤　俊生、他

理学療法治療学総合演習
必修
・

選択
必修

授業
形態

講義
時間数
（単位）

60
(4)

授業
回数

30

理学療法介入について臨床現場でリハビリテーションに携わっている教員が授業を行なう。これまでの学習や実習を振り返りなが
ら、臨床に向けて基礎的な手段を確認し、臨床的な方法論も含めて再度復習する。

これまでに学習した知識や実習での学びを振り返りつつ、臨床で必要になる知識を理解し他者に説明することができる。

〔使用教材、参考文献等〕

プリント中心　各自参考書を持参すること。

〔授業単元〕 到達目標(できるようになること）

オリエンテーション
運動療法①

運動療法について問題演習を交えながら復習を行う。

運動療法② 運動療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

物理療法① 物理療法について問題演習を交えながら復習を行う。

物理療法② 物理療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

装具① 装具について問題演習を交えながら復習を行う。

装具② 装具について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

義肢① 義肢について問題演習を交えながら復習を行う。

義肢② 義肢について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

ADL（車椅子、福祉用具含む） ADLについて問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

確認試験
解説、振り返り

テストにより効果測定を行い、習得できていない部分を把握するとと
もに，その理解度を深める

疾患別理学療法　脳血管障害 脳血管障害の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別理学療法　脳血管障害 脳血管障害の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

疾患別理学療法　神経筋疾患 神経筋疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。



20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

〔成績評価について〕 〔特記事項・授業時間外における学習〕

疾患別理学療法　神経筋疾患 神経筋疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

疾患別理学療法　運動器疾患 運動器疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別理学療法　運動器疾患 運動器疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

疾患別理学療法　小児疾患 小児疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

疾患別理学療法　小児疾患 小児疾患の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

評価は筆記試験で行う。
筆記試験で行う。評価は学則規定に準ずる。

必要な内容について予習復習を自主的に行うこと。

疾患別理学療法　内部障害 内部障害の理学療法について問題演習を交えながら復習を行う。

GW グループで学びあいながら復習できる

期末テスト
解説

テストにより効果測定を行い、習得できていないところを把握し、理解
度を深める


